
せきぶん

積分
integration

と
けいさんほう

計算法
calculation method

-
きほんえんしゅう

基本演習

→ 講義 積分法の基本 lecture math calculus

https://study.bem130.com/lecture/math/calculus/積分法の基本-講義/

→ 講義 微分積分学の基本定理 lecture math calculus

https://study.bem130.com/lecture/math/calculus/微分積分学の基本定理-講義/

→ 講義 積分公式と計算法 lecture math calculus

https://study.bem130.com/lecture/math/calculus/積分公式と計算法-講義/

1 
えんしゅうほうしん

演習方針

ていせきぶん

定積分
definite integral

は
きょくしょてき

局所的な
きよ

寄与の
そうわ

総和であり、
ふていせきぶん

不定積分
indefinite integral

は
げんしかんすう

原始関数
antiderivative

の
たんさく

探索である。
びぶんせきぶんがく

微分積分学の
きほんていり

基本定理
fundamental theorem of calculus

は、この 

2 つを
せつぞく

接続する。

2 
もんだい

問題 1

うたんてん

右端点を
もち

用いるリーマン
わ

和
Riemann sum

から

∫
1

0
𝑥2 𝑑𝑥

を
もと

求めよ。

2.1 
かいとうれい

解答例

Correct
くかん

区間 [0, 1] を 𝑛 
とうぶん

等分する。Δ𝑥 = 1/𝑛、
うたんてん

右端点は 𝑥𝑖 = 𝑖/𝑛 である。したがってリーマン
わ

和
Riemann sum

は

∑
𝑛

𝑖=1
( 𝑖

𝑛
)

2 1
𝑛

= 1
𝑛3 ∑

𝑛

𝑖=1
𝑖2 = 1

𝑛3 · 𝑛(𝑛 + 1)(2𝑛 + 1)
6

である。𝑛 → ∞ とすると

lim
𝑛→∞

𝑛(𝑛 + 1)(2𝑛 + 1)
6𝑛3 = 1

3

である。よって

∫
1

0
𝑥2 𝑑𝑥 = 1

3

である。
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2.2 
かいせつ

解説

この
もんだい

問題は、
せきぶん

積分
integration

を
こうしき

公式ではなく
しょうくかん

小区間の
きよ

寄与の
そうわ

総和として
かくにん

確認している。リーマン
わ

和
Riemann sum

では、
はば

幅と
たか

高さを
か

掛

けた
りょう

量 を
た

足し
あ

合わせ、その
きょくげん

極限を
と

取る。

2.3 よくある
あやま

誤 り

Δ𝑥 を
か

掛け
わす

忘れる
あやま

誤 りがある。リーマン
わ

和
Riemann sum

の 1 
こう

項は
たか

高さだけでなく、
しょうくかん

小区間の
はば

幅も
ふく

含む。

3 
もんだい

問題 2

∫
1

−1
𝑥 𝑑𝑥

と、𝑦 = 𝑥、𝑥 
じく

軸、𝑥 = −1、𝑥 = 1 で
かこ

囲まれる
じつめんせき

実面積を
もと

求めよ。

3.1 
かいとうれい

解答例

Correct

𝐹(𝑥) = 𝑥2/2 とすると、

∫
1

−1
𝑥 𝑑𝑥 = 𝐹(1) − 𝐹(−1) = 1

2
− 1

2
= 0

である。
いっぽう

一方、
じつめんせき

実面積は
ぜったいち

絶対値
absolute value

を
と

取るため、

∫
1

−1
| 𝑥 | 𝑑𝑥 = 2 ∫

1

0
𝑥 𝑑𝑥 = 1

である。

3.2 
かいせつ

解説

ていせきぶん

定積分
definite integral

は
ふごうつ

符号付き
めんせき

面積
signed area

である。𝑥 
じく

軸の
した

下の
ぶぶん

部分は
ふ

負として
かぞ

数えるため、
じつめんせき

実面積とは
こと

異なる
ばあい

場合がある。

3.3 よくある
あやま

誤 り

ていせきぶん

定積分
definite integral

を
つね

常に
めんせき

面積と
どういつし

同一視する
あやま

誤 りがある。
めんせき

面積を
もと

求めるときは、
ふごう

符号が
か

変わる
てん

点で
くかん

区間を
ぶんかつ

分割する。

4 
もんだい

問題 3

𝐺(𝑥) = ∫
𝑥

1
(𝑡2 + 1) 𝑑𝑡

とする。𝐺′(𝑥) を
もと

求めよ。

md 538e9df p. 2

/exercise/math/calculus/積分法と計算法-基本演習



4.1 
かいとうれい

解答例

Correct

𝑡2 + 1 は
れんぞく

連続であるため、
びぶんせきぶんがく

微分積分学の
きほんていり

基本定理
fundamental theorem of calculus

を
しよう

使用できる。したがって

𝐺′(𝑥) = 𝑥2 + 1

である。

4.2 
かいせつ

解説

𝐺(𝑥) は 1 から 𝑥 までの
るいせきりょう

累積量である。
びぶん

微分
differentiation

すると、
じょうたん

上端を
すこ

少し
うご

動かしたときに
ついか

追加される
きょくしょてき

局所的な
きよ

寄与、

つまり 𝑥2 + 1 が
あらわ

現 れる。

4.3 よくある
あやま

誤 り

せきぶん

積分を
さき

先に
かんぜん

完全に
けいさん

計算しなければならない、と
かんが

考 える
あやま

誤 りがある。
びぶんせきぶんがく

微分積分学の
きほんていり

基本定理
fundamental theorem of calculus

は、
るいせきかんすう

累積関数の

びぶん

微分を
ちょくせつ

直接に
あた

与える。

5 
もんだい

問題 4

𝐻(𝑥) = ∫
𝑥2

𝑥
sin 𝑡 𝑑𝑡

の
どうかんすう

導関数
derivative

を
もと

求めよ。

5.1 
かいとうれい

解答例

Correct
じょうたん

上端と
かたん

下端がどちらも 𝑥 に
いぞん

依存しているので、

𝐻(𝑥) = ∫
𝑥2

0
sin 𝑡 𝑑𝑡 − ∫

𝑥

0
sin 𝑡 𝑑𝑡

と
ぶんかい

分解する。
れんさりつ

連鎖律
chain rule

と
びぶんせきぶんがく

微分積分学の
きほんていり

基本定理
fundamental theorem of calculus

より

𝐻′(𝑥) = sin(𝑥2) · 2𝑥 − sin 𝑥

である。

5.2 
かいせつ

解説

せきぶんくかん

積分区間の
む

向きと
たんてん

端点の
うご

動きが
どうじ

同時に
き

効く
もんだい

問題である。
かたん

下端が
うご

動くときは
ふごう

符号が
はんてん

反転するため、
こていたん

固定端を

どうにゅう

導入して
ぶんかい

分解すると
あんぜん

安全である。
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5.3 よくある
あやま

誤 り

𝐻′(𝑥) = sin(𝑥2) − sin 𝑥 として、𝑥2 の
れんさりつ

連鎖律
chain rule

を
わす

忘れる
あやま

誤 りがある。
たんてん

端点が
かんすう

関数である
ばあい

場合は、その
たんてん

端点の

どうかんすう

導関数
derivative

も
か

掛かる。

6 
もんだい

問題 5

∫ 2𝑥 cos(𝑥2) 𝑑𝑥

と

∫ 𝑥𝑒𝑥 𝑑𝑥

を
けいさん

計算せよ。

6.1 
かいとうれい

解答例

Correct
だいいち

第一の
せきぶん

積分では 𝑢 = 𝑥2 と
ちかん

置換する。𝑑𝑢 = 2𝑥 𝑑𝑥 なので

∫ 2𝑥 cos(𝑥2) 𝑑𝑥 = ∫ cos 𝑢 𝑑𝑢 = sin 𝑢 + 𝐶 = sin(𝑥2) + 𝐶

である。
だいに

第二の
せきぶん

積分では
ぶぶんせきぶん

部分積分
integration by parts

を
しよう

使用する。𝑓 = 𝑥、𝑔′ = 𝑒𝑥 と
お

置くと、𝑓′ = 1、𝑔 = 𝑒𝑥 である。したがって

∫ 𝑥𝑒𝑥 𝑑𝑥 = 𝑥𝑒𝑥 − ∫ 𝑒𝑥 𝑑𝑥 = 𝑥𝑒𝑥 − 𝑒𝑥 + 𝐶

である。

6.2 
かいせつ

解説

ちかんせきぶん

置換積分
substitution

は
れんさりつ

連鎖律
chain rule

の
ぎゃくむ

逆向き で あ り 、
うちがわ

内側の
どうかんすう

導関数が
そとがわ

外側に
あらわ

現 れ る
ばあい

場合に
しぜん

自然で あ る 。
ぶぶんせきぶん

部分積分
integration by parts

は

せき

積の
びぶんこうしき

微分公式
product rule

の
ぎゃくむ

逆向きであり、
いっぽう

一方を
びぶん

微分すると
かんたん

簡単になる
ばあい

場合に
せんたく

選択する。

6.3 よくある
あやま

誤 り

ちかんせきぶん

置換積分
substitution

で 𝑑𝑢 に
たいおう

対応する
いんし

因子を
かくにん

確認しない
あやま

誤 りがある。また、
ぶぶんせきぶん

部分積分
integration by parts

でどちらを
びぶん

微分するかを
むさくい

無作為

に
えら

選ぶと、
けいさん

計算が
ふくざつ

複雑になる。

7 
かんれんこうぎ

関連講義

→ 講義 積分法の基本 lecture math calculus

https://study.bem130.com/lecture/math/calculus/積分法の基本-講義/
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→ 講義 微分積分学の基本定理 lecture math calculus

https://study.bem130.com/lecture/math/calculus/微分積分学の基本定理-講義/

→ 講義 積分公式と計算法 lecture math calculus

https://study.bem130.com/lecture/math/calculus/積分公式と計算法-講義/
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